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核融合科学研究所重水素実験安全評価委員会（第１４回）会議要旨 
 
１ 日 時  平成２９年１２月１１日（月）１４：００から１５：２０まで 
２ 場 所  核融合科学研究所 管理・福利棟４階 第１会議室 
３ 出席者 
  （委 員） 
    片山委員長、植田委員、榎田委員、小川委員、笹尾委員、谷口委員、 

玉樹委員、西村委員、藤委員、百島委員、山本委員、渡辺委員 
  （オブザーバー） 

土岐市、多治見市、瑞浪市、岐阜県 
  （研究所） 
    竹入所長、森﨑研究総主幹、長壁実験統括主幹、西村安全衛生推進部長、

洲鎌研究総主幹、榊原研究主幹、久保研究主幹、高畑対外協力部長、  

磯部教授、田中（将）准教授、佐瀬准教授、西山管理部長、武内総務企

画課長、三宅計測技術課長、その他関係職員 
 
４ 議事 
 （１）大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）における重水素実験の実施結果等について 
 （２）その他 
 
議事に先立ち、片山委員長から挨拶があった後、核融合科学研究所重水素実験

安全評価委員会設置規則第７条に基づいて本委員会を公開とし、会議要旨作成

のための録音機器の使用及び説明のための研究所関係者の陪席を認めたい旨発

言があり、了承された。 
 
５ 議事要旨 
（１）大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）における重水素実験の実施結果等について 
   長壁実験統括主幹から、資料２に基づいて、平成２９年３月７日から開始

した大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）重水素実験初年度の実施結果等について、

イオン温度１億２，０００万度を達成したこと、安全管理機器の性能及び安

全管理体制の機能を確認し安全に実験を実施したこと、情報公開の状況、今

後の実験スケジュール等に関して説明があった。説明に対する質疑応答の

概要は以下のとおり。 
 
   ○ 重水素実験については安全に実施されていると判断できる。２８ペ

ージには、中性子やトリチウムの管理値に対する発生量はあるが、安全

管理計画などで予想される中性子発生量に対してどれくらい発生した
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かということは分かるのかとの質問があった。研究所から、もともと安

全管理計画にある管理値は、安全を考慮して余裕を持って設定された

数値であるため、重水素実験初年度の実験サイクルの中性子の発生量

は、管理値よりも一桁程度少ない旨説明があった。また、研究所から、

実験前には中性子の発生を評価する計算を行ったが、やはり安全を考

慮して余裕を持った評価をする計算であるため、実際の発生量は計算

結果の半分程度であった旨説明があった。 
 
   ○ 真空容器内での作業には、教育訓練が必須とのことだが、どのような

内容の訓練をどの程度行うのかとの質問があった。研究所から、一般的

な放射線業務従事者に対しては、法令で定められた放射線防護等に関

する教育訓練を研究所内で６時間以上行い、管理区域内での汚染検査

に関する講習会、真空容器内作業講習会、現場講習を合わせて約半日行

う旨説明があった。さらに、所内の作業責任者に対しては、トリチウム

の取扱いに関する教育訓練を富山大学において３日間行うことを義務

付けている旨説明があった。 
 
   ○ 真空容器内は、重水素実験終了後、どの程度のタイムスケールで、中

性子発生量が減少し、真空容器内の重水素が軽水素に代わったのかと

の質問があった。研究所から、重水素実験終了前に、約半分の加熱装置

に対して使用するガスを中性子が発生しない軽水素へ切り替えたため、

中性子の発生量はその後１週間以内で低下した旨説明があった。また、

軽水素実験に切り替えてから、プラズマ内の重水素の比率を確認した

ところ、切り替え後１週間程度で重水素の比率はプラズマ中の水素同

位体の２０％程度、２週間程度で１０％程度となった旨説明があった。 
 
   ○ 真空容器内で作業した際には、どの程度の線量を被ばくするのかと

の質問があった。研究所から、作業員は１週間に２０マイクロシーベル

トを上限として被ばく線量の管理をすることとなっているが、これま

でに放射線の被ばくがルミネスバッジなどの個人線量計に検出された

ことはない旨説明があった。 
 
   ○ 真空容器内で作業を行うのは研究所の所員が多いのか、それとも外

部の業者が多いのかについて質問があった。研究所から、現時点ではメ

ーカーの作業員が１０名程度、所内からは研究部・技術部の職員が５名

程度、容器内での作業に当たっているが、作業しやすいよう、容器内に

歩廊が設置されたため、今後はより大勢の作業者が交代で作業に当た
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る予定である旨説明があった。 
 
   ○ ２５ページに関連し、バックグラウンドデータは１０秒間取得する

として、プラズマ実験中のデータはどれくらいの時間取得するのかと

の質問があった。研究所から、実際にプラズマがついているのは、多く

の場合において数秒程度だが、それも含めて１０数秒、プラズマ実験中

データとして取得する旨説明があった。 
 
   ○ 核融合科学研究所安全監視委員会の審議経過は、ウェブ上などで公

開されているのかとの質問があった。研究所から、岐阜県のホームペー

ジ上で公開されている旨説明があった。 
 
   ○ ３２ページについて、トリチウム含有水はまだモレキュラーシーブ

に蓄積された状態なのかとの質問があった。研究所から、トリチウム含

有水はモレキュラーシーブから回収され一時貯留槽に移して保管して

いる旨説明があった。続いて、そのトリチウム濃度はどの程度かとの質

問があった。研究所から、現在トリチウム含有水は貯留槽内にあるので、

今後２５リットルの専用容器に分取する際にトリチウム濃度を測定す

る予定である旨説明があった。 
 
   ○ ３７ページについて、真空容器内の作業に当たって、壁からトリチウ

ムが出てくると思うが、作業中のモニタリングの方法はどのように行

っているのかとの質問があった。研究所から、真空容器内のルームガス

モニター、真空容器内パージ空気の排出先に設置してある比例計数管、

水バブラー装置の３種類を用いてモニタリングを行っている旨説明が

あった。続いて、容器内空気のトリチウム濃度が基準値未満であること

を連続モニタリングで確認しているのかとの質問があった。研究所か

ら、そのとおりである旨回答があった。 
 

○ トリチウムによる内部被ばくはどのように確認しているのかとの質

問があった。研究所から、作業者は事前に呼気をサンプリングしておき、

内部被ばくが疑われるような事態が発生した場合、その時点での呼気検

査測定結果と事前登録しておいた呼気検査測定結果を比較して、内部被

ばくの有無を判断する旨説明があった。 
 
   ○ １６ページ、ＲＭＳＡＦＥの測定場所と敷地内線量分布について、建

物近傍の方が、森林内部よりも線量が高いという説明では、誤解を招き
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かねないため、表現方法に注意したほうが良いとの意見があった。 
 
（２）その他 
   片山委員長から、研究所のこれまでの検討と対策によって初年度の重水

素実験が安全に実施されてきたことを振り返り、次年度以降の研究を進め

るに当たって、本日の委員会からも出されたような軽微な疑問にも留意し、

細心の注意を払って実験を継続していってほしい旨発言があった。 
閉会に当たり、竹入所長から、初年度の重水素実験について、緊張感を持

って、安全に注意を払いながら実施し、実験としても良い成果を収めること

ができたことについて御礼を申し上げるとともに、メンテナンス期間や今後

の実験においても、この緊張感を持続して、周辺環境や作業従事者の安全を

確保しつつ、実験成果を上げていきたい旨挨拶があった。 
 
配付資料 
資料１：核融合科学研究所重水素実験安全評価委員会委員名簿 
資料２：大型ヘリカル装置（LHD）における重水素実験の実施結果等について 
席上配付資料：核融合科学研究所パンフレット（２０１７－２０１８） 
       研究所紹介パンフレット「Ｆｕｓｉｏｎ」（２０１７年改訂版） 
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